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トカラ列島から得られたハチビキ科魚類
ロウソクチビキ Emmelichthys struhsakeri
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　はじめに

ハチビキ科ロウソクチビキ属 Emmelichthys は

第 1 背鰭と第 2 背鰭が大きく離れ，その間に 0–3

本の遊離棘を有する，背鰭棘数が 12 または 13（稀

に 11），体高が体長の 18–25%，および頭長が体

長 の 25–30% な ど の 特 徴 を も ち（Carpenter, 

2001），日本からはトゲナシチビキ E. karnellai 

Heemstra and Randall, 1977 とロウソクチビキ E. 

struhsakeri Heemstra and Randall, 1977 の 2 種が知

られている（波戸岡・萩原，2013）．

ロウソクチビキはこれまで国内において，八

丈島，小笠原諸島，沖ノ鳥島，青森県尻屋崎から

豊後水道にかけての太平洋沿岸，新潟県柏崎，兵

庫県浜坂，山口県日本海沿岸，および琉球列島か

ら記録されていた（北川ほか，2008；波戸岡・萩

原，2013）．2015 年 11 月 21 日にトカラ列島小臥

蛇島南方から，12 月 23 日に中之島東方から，そ

れぞれ 1 個体のロウソクチビキが採集された．こ

れらの標本はトカラ列島における本種の標本に基

づく初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Yoshino and Kon (2000) にし

たがった．標準体長は体長と表記し，計測はデジ

タルノギスを用いて 0.1 mm までおこなった．ロ

ウソクチビキの生鮮時の体色の記載は，固定前に

撮 影 さ れ た 鹿 児 島 県 産 の 2 標 本（KAUM–I. 

82932, 83688）のカラー写真に基づく．標本の作製，

登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合

研究博物館に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．研究

機関略号は以下の通り．KAUM －鹿児島大学総

合研究博物館；OMNH －大阪市立自然史博物館；

USNM －スミソニアン自然史博物館．

　調査結果

Emmelichthys struhsakeri  Heemstra and Randall, 1977

ロウソクチビキ　（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 82932，体長 223.4 mm，鹿児

島 県 ト カ ラ 列 島 小 臥 蛇 島 南 方（29°51′N, 

129°37′E）， 水 深 190 m，2015 年 11 月 21 日， 中

川輝幸；KAUM–I. 83688，体長 226.3 mm，鹿児

島県トカラ列島中之島東方（29°51′N, 129°56′E），

水深 220–250 m，2015 年 12 月 23 日，中川輝幸．

形態　計数形質と体各部の体長に対する割合

（%）を Table 1 に示した．体は細長い円筒形で体

高は背鰭第 7 棘起部で最大．体背縁は吻端から背

鰭第 7 棘起部にかけて緩やかに上昇し，そこから

尾鰭基底にかけて緩やかに下降する．体腹縁は下
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顎先端から肛門前方にかけて緩やかに下降し，そ

こから尾鰭基底にかけて緩やかに上昇する．胸鰭

基底上端は鰓蓋後端よりも僅かに後方に位置し，

胸鰭基底下端は腹鰭起部よりも僅かに前に位置す

る．胸鰭後端は背鰭第 5 棘起部直下に達する．腹

鰭起部は胸鰭基底下端よりも僅かに後方に位置

し，腹鰭基底後端は背鰭起部よりも僅かに前方に

位置する．背鰭起部は腹鰭基底後端よりも僅かに

後方に位置し，第 2 背鰭起部は臀鰭起部よりも僅

かに前方に位置する．背鰭基底後端は臀鰭基底後

端直上に位置する．第 1 背鰭と第 2 背鰭はよく離

れ，その間に 1 本の遊離小棘がある．臀鰭起部は

第 2 背鰭第 2 軟条起部直下に位置する．尾鰭は二

叉型で湾入する．眼と瞳孔は正円形．鼻孔は 2 対

で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方

に位置する．前鼻孔は背腹方向に長いスリット状

を呈し，後鼻孔は背腹方向に長い楕円形．口裂は

小さく，上顎後端は瞳孔前縁よりも僅かに後方に

達する．前鰓蓋骨下部後縁は後方に張り出す．前

鰓蓋骨後縁と鰓蓋後縁はともに円滑．体は櫛鱗に

被われるが，両唇と胸鰭腋部は無鱗．腹鰭は腋鱗

を有する．背鰭と臀鰭の基底部には前後方向に長

い鱗鞘がある．側線は完全で，鰓蓋上方から始ま

り，尾鰭基底にかけて体背縁と平行にはしる．鰓

耙は細長く棒状で，先端は丸い．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面と体側上部およ

び背鰭基底部の鱗鞘は一様に柿色．体側中央から

体腹面にかけてと臀鰭基底部の鱗鞘は淡い珊瑚

色．背鰭と胸鰭の鰭条は淡い橙赤色．腹鰭の基底

部付近は淡い薄紅色を呈し，縁辺は白色半透明．

臀鰭の鰭条は白色半透明．尾鰭の中央は淡い紅緋

色を呈し，上下両縁は白色．虹彩は琥珀色で，瞳

Fig. 1. Fresh specimens of Emmelichthys struhsakeri. A, KAUM–I. 82932, 223.4 mm SL, Kogaja-jima island,, Tokara Islands, Kagoshima 
Prefecture, Japan; B, KAUM–I. 83688, 226.3 mm SL, Nakano-shima island, Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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孔は紺青色．

分布　日本国外では韓国済州島，台湾，フィ

リピン，オーストラリア南東岸，ニュージーラン

ド， お よ び ハ ワ イ 諸 島 か ら 報 告 さ れ て い る

（Heemstra and Randall, 1977； 波 戸 岡・ 萩 原，

2013）．国内では八丈島，小笠原諸島，沖ノ鳥島，

青森県尻屋崎から豊後水道にかけての太平洋沿

岸，新潟県柏崎，兵庫県浜坂，山口県日本海沿岸，

琉 球 列 島（ 北 川 ほ か，2008； 波 戸 岡・ 萩 原，

2013），およびトカラ列島小臥蛇島・中之島（本

研究）から報告されている．

備考　これらの標本は，背鰭棘が 11 本である

こと，第 1 背鰭と第 2 背鰭はよく離れること，体

高 が 体 長 の 20.6–22.4%， 頭 長 が 体 長 の 26.8–

27.0% で あ る こ と な ど が Heemstra and Randall 

(1977) や Carpenter (2001) に よ っ て 定 義 さ れ た

Emmelichthys 属と同定された．また背鰭後部の棘

は短いが顕著で，皮下に埋没しないことや，第 1

背鰭と第 2 背鰭の間に 1 本の遊離棘があること，

側線有孔鱗数が 76 であることなどが Heemstra 

and Randall (1977) や Carpenter (2001)， 波 戸 岡・

萩原（2013）の報告した Emmelichthys struhsakeri

の標徴とよく一致したため，本種と同定された．

本種は側線有孔鱗数が 68–76 であること，背鰭棘

Tokara Islands
KAUM–I. 82932 KAUM–I. 83688

Standard length 223.4 226.3 
Counts
  Dorsal-fin spines 10, 1 10, 1
  Dorsal-fin rays 11 11
  Anal-fin spines 3 3
  Anal-fin rays 9 9
  Pectoral-fin rays 19 21
  Pelvic-fin spines 1 1
  Pelvic-fin rays 5 5
  Lateral-line scales 76 76
  Scales above lateral line 8 8
  Scales below lateral line 17 18
  Gill rakers 9 + 26 9 + 26
  Branchiostegal rays 7 7

Measurements (%SL)
  Head length 27.0 26.8
  Body depth 20.6 22.4
  Body width 14.8 16.1
  Caudal-peduncle length 18.4 20.2
  Caudal-peduncle depth 5.9 5.9
  Snout length 7.6 7.5
  Eye diameter 7.6 7.5
  Interorbital width 6.6 7.3
  Upper-jaw length 9.6 9.4
  Lower-jaw length 10.1 10.8
  Pectoral-fin length 17.1 17.7
  Pelvic-fin length 12.2 12.5
  Penultimate dorsal-fin spine length 1.5 1.6
  Last dorsal-fin spine length 0.7 0.05
  1st anal-fin spine length 1.1 0.9
  2nd anal-fin spine length 3.7 2.7
  3rd anal-fin spine length 5.5 4.7
  Pre-dorsal-fin length 38.7 39.0
  Pre-anal-fin length 69.7 69.8
  Pre-pectoral-fin length 27.6 27.2
  Pre-pelvic-fin length 33.8 33.7

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Emmelichthys struhsakeri from the Tokara 
Islands, Kagoshima, Japan.
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部後部の棘は短いが顕著で，皮下に埋没せず露出

すること，および第 1 背鰭と第 2 背鰭の間に鰭膜

をもたない遊離棘を有することなどで同属他種と

識別される（Heemstra and Randall, 1977; Carpenter, 

2001；波戸岡・萩原，2013）．

Emmelichthys struhsakeri を日本から初めて報告

したのは Kamohara (1951) である．彼は高知県高

知市御畳瀬の魚市場に水揚げされた本種 2 個体

（体長 160–180 mm）を Dipterygonotus leucogram-

micus と し て 報 告 す る（Heemstra and Randall, 

1977）と同時に，本種に対し和名ロウソクチビキ

を提唱した．その後，Emmelichthys struhsakeri は

ハワイ諸島ケアライカヒキ海峡の水深 222 m から

得られた体長 150 mm の 1 個体（USNM 214690）

をホロタイプとして Heemstra and Randall（1977）

によって記載された．彼らは同時に，神奈川県足

柄下郡真鶴町沖から得られた本種 2 個体（体長

124–139 mm）を報告している．その後，ロウソ

クチビキは新潟県柏崎市（柏崎日報，1999），石

川県沿岸（西田，2011），能登町小浦沖（坂井，

2010），福井県（手賀ほか，2014），兵庫県日本海

沿岸（Shinohara et al., 2011），新温泉町浜坂（鈴木・

細川，1997），東北地方太平洋沿岸（北川ほか，

2008），茨城県沿岸（茨城の海産動物研究会，

2004），久慈川河口沖（茨城の海産動物研究会，

2007）千葉県館山市洲崎（石川，2010），神奈川

県三浦市三戸（山田・工藤，1996），和歌山県す

さ み 町（ 池 田・ 中 坊，2015）， 白 浜 町（ 望 月，

1985），高知県高知市御畳瀬（宮原，1997），土佐

清水市以布利（柳下，2001），愛媛県愛南町（高

木ほか，2010），鹿児島県奄美群島与論島（桜井，

2014），沖縄県（岡田・伊佐，1959），石垣島（蒲

原，1965），八丈島（東京都水産試験場，1985; 

Senou et al., 2002）， 小 笠 原 諸 島（ 青 木，1984; 

Randall et al., 1997），および天王星海山（前田ほか，

2006）などから報告されている．また Nakae and 

Sasaki (2001) はベニカワムキ科魚類フエカワムキ

Macrorhamphosodes uradoi (Kamohara, 1933) が 九

州 ― パラオ海嶺においてロウソクチビキの鱗を

多く捕食することを報告した．鈴木・宇野（1992）

は兵庫県美方郡新温泉町浜坂沖から定置網によっ

て得られた体長 144.0 mm のハチビキ科魚類 1 個

体（OMNH-P 2005）をロウソクチビキとして報

告したが，これはヒチビキ Erythrocles microceps 

Miyahara and Okamura, 1998 であることが明らか

となっている（Miyahara and Okamura, 1998）．安

部（2001）は豊後水道から得られたロウソクチビ

キの栄養成分について報告したが，彼の示した写

真のロウソクチビキは体高が高く，ヒチビキ

Erythrocles microceps Miyahara and Okamura, 1998

の可能性もある．

したがって，これまで知られていたロウソク

チビキの日本国内における分布状況は「分布」の

項で述べた通りである．波戸岡・萩原（2013）は

本種の分布域に琉球列島を含めたが，詳細は記さ

れていない．しかし，トカラ列島における本種の

標本に基づく報告は本研究では確認されず，小臥

蛇島と中ノ島から得られたロウソクチビキはトカ

ラ列島における本種の標本に基づく初めての記録

となる．これは従来知られていた本種の国内にお

ける分布の空白域を埋めるものであると同時に，

本種が東北地方から八重山諸島にかけて広く分布

することを示唆する．
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